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　実施計画とは、第２次中野市総合計画に掲げた施策を具体化するための計画で、毎年度の予算編成の指
針になるものです。計画期間は３カ年で、毎年見直しを行います。
　本市においては、人口減少という大きな社会構造の変化や経済環境に対応しつつ、限られた財源の中で
各種施策を推進する実施計画（全112事業、約97億3千万円）を策定しました。主な事業は次のとおりです。

実施計画（平成２9～31年度）を策定しました

　計画策定に先立ちパブリックコメントを実施し
た結果、１人の方から１件の意見提出がありまし
た。内容については、市公式ホームページに掲載
しています。ご意見ありがとうございました。
※パブリックコメントによる実施計画（案）の修
　正・変更箇所はありません。

「緑豊かなふるさと　文化が香る元気なまち」の実現に向けて

パブリックコメントの結果

事　業　名
（３カ年の合計事業費） 内　容

　　（仮称）山田家資料館
　　整備事業

（2，707 万円）

国の登録有形文化財である旧
山田家住宅・奥座敷および土
蔵群などの保存・活用を図り
ます。

　　十三崖のチョウゲンボ
　　ウ繁殖地保全整備事業

　　　　（3，166 万円）

国指定天然記念物「十三崖
チョウゲンボウ繁殖地」の
減少した営巣数を回復するた
め、崖面の樹木伐採、巣穴整
備を行います。

　　避難所用照明機器整備
　　事業

（218 万円）

災害が発生し、停電により電力
が供給されない場合の避難所
運営を円滑に行うため、投光
器や発電機を整備します。

　　し尿等投入施設整備
　　事業
　　　　（4億 8，500 万円）

豊田衛生センターの老朽化
に伴い、下水道処理施設内
に、し尿等投入施設を整備
します。

　　中野駅東西線エレベー
　　タ整備事業　　　 
　　　　　　（3，250 万円）

駅南側にエレベータを設置
し、障がい者や高齢者の利便
性を高め、身近な生活基盤の
充実を図ります。

　　「小さな拠点」づくり
　　形成事業

（129万円）

居住区域と行政、公共施設や
福祉、医療、生活インフラ、
商業施設などの集約化や公共
交通との連携を図り、「小さ
な拠点」づくりを目指します。

　　　公衆無線 ＬＡＮ 構築事業
　　　 　　（7，376 万円）

市民や観光客の利便性の向上
や災害時の通信手段として、
公共施設に公衆無線 ＬＡＮ を整
備します。

　　自治体シンクタンク
　　「（仮称）中野市政策研
　　究所」事業

　　　　　　（600 万円）

課題ごとにプロジェクトチー
ムを組織し、政策研究を行い
ます。

事　業　名
（３カ年の合計事業費） 内　容

　　不育症治療補助事業
（150 万円）

不育症治療にかかる経済的負
担の軽減を図るため、治療費
用の一部を補助します。

　　小学校／中学校ＩＣ
　　Ｔ活用教育推進事業

（2，760 万円）

タブレット端末を活用した授
業の環境づくりを行うことに
より、児童・生徒の情報活用
能力を育成します。

　　運転免許証自主返納
　　促進事業
　　　　　　　（151 万円）

運転に不安を感じている高齢
者が、免許の自主返納の機会
となるように、交通機関・温
泉利用共通券を交付します。

　　北信圏域地域生活支
　　援拠点等事業

（2，010 万円）

障がい者が地域社会で安心し
て暮らせるように、障がい者
の生活を地域全体で支える体
制を整備します。

　　農福連携推進事業
（2，622 万円）

地域の多様な分野の関係者が
連携して、障がい者の農業分
野における就労を促進し、障
がい者の自立を支援します。

　　農業経営塾運営事業
　　　　　　　（203 万円）

農業のさらなる発展を目指し、
企業経営の感覚を身に付けた
「新たな担い手」を育成するた
め、（仮称）「信州なかの農業
経営塾」を運営します。

　　地域おこし協力隊活
　　動事業
　　　　　（4，200 万円）

都心部など地域外の人材を積
極的に受け入れ、地域協力活
動や定住・定着を促進し、地
域の活性化や充実化を図りま
す。

　　信州なかの魅力発掘・
　　誘客促進事業

（810 万円）

中野市の魅力発信のため、観
光コーディネーターやボラン
ティアの育成、サイン案内板
の整備などを行います。
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実施計画書の閲覧場所
政策情報課、豊田支所地域振興課、市
公式ホームページ（右記ＱＲコード）

問い合わせ先
政策情報課政策推進係　
☎（２２）２１１１（内線２１６）
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※事業費は 1 万円未満切り捨て

▲ＱＲコード
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取組事項 取組内容 連携事業

生活機能の
強化

圏域医療体
制の構築

中核的医療機関を中心とし
た医療連携体制を推進し、
住民が安心して暮らせる圏
域医療体制の構築を図る。

休日診療所運営事業、病
院群輪番制事業　ほか

地域生活の
充実

情報基盤、福祉、環境、教
育、防災、子育て支援など
住民生活に密接な事業を推
進する。

岳南広域消防組合消防救
急車両更新事業、婚活支
援事業、北信州心臓病地
域連携包括ケア推進協議
会運営事業　ほか

結びつきや
ネットワー
クの強化

地域公共交
通の維持・
活性化

圏域をつなぐバスや鉄道路
線など、住民の日常生活や
経済活動に必要な公共交通
の利便性の向上と運行の維
持・確保を図る。

飯山線沿線地域活性化推
進事業、鉄道軌道輸送対
策事業、長野電鉄沿線活
性化推進事業、路線バス
運行費補助事業　ほか

圏域内外の
交流促進

広域的観光などの促進によ
る圏域内外の人口の流れの
創出を図る。

広域観光推進事業、電気
自動車用充電器設置事
業、広域移住支援事業　
ほか

圏域マネジ
メント能力
の強化

市町村等の
連携強化・
人材育成

市町村職員などの合同研修
会、人事交流を行う。

市町村合同研修会、職員
等の人事交流
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　市と教育委員会では、一層の生涯学習推進を図るため、「第２次中野市生涯学習基本
構想」を策定しました。また、教育委員会では、子どもの読書活動をさらに推進するた
め、関係団体の指針として「第３次中野市子ども読書活動推進計画」を策定しました。

計画 「第２次中野市生涯学習基本構想」および
「第３次中野市子ども読書活動推進計画」を策定しました

問い合わせ先　生涯学習課生涯学習推進係（豊田支所内）　☎（38）3112（内線543）

○構想および計画の期間
　平成 29 年度から平成 38 年度までの 10 年間です。

○パブリックコメントの結果
　計画策定に先立ちパブリックコメントを実施した結果、ご意見はありませんでした。

○構想および計画の閲覧場所
　生涯学習課、市公式ホームページ（http://www.city.nakano.nagano.jp/categories/
mokuteki/bunka/shogai/）（右記ＱＲコード）からもご覧いただけます。

※構想および計画の概要は、３月中旬に全戸配布予定の「ダイジェスト版」をご覧ください。

▲ＱＲコード

▲ＱＲコード


